
島根県益田市匹見上地区

②実施団体の概要
【団体の名称】 【団体の組織図】
匹見上 清流の郷（Ｒ１．９．２７設立）

【構成団体、構成員】
◎連合自治会
◎自治会
◎各種団体
・萩の会 ・猟友会
・みのり会 ・ひきみ森の器工芸組合
・まとば加工所 ・人権、同和教育推進協議会
・萬葉乃古衣 ・青少年健全育成協議会
・メイズ ・安全推進委員協議会
・ウッドペッカー ・少年補導員
・匹見神楽社中 ・スポーツ推進員
・三葛神楽保持社会 ・三葛地区水稲管理協業グループ

④地域の魅力化に向けた取組
☆豊かな自然で学び・遊び・食べる☆
☆山葵・・・・・・・保育園児から中学生まで、
山葵谷見学・植え付け・清掃・収穫まで一貫し
て学び、小中学生は、山葵を使ったレシピを自
分達で考えて収穫祭も行います。
☆きのこ狩り･･･今年も多くの参加をいただき、
沢山収穫がありました。講師のご協力をいた
だきながら、食べられるもの・食べられないも
のを選別し、きのこ汁にして食べました。
手作りプリンや山葵の物産販売もありました。
☆川遊び、鮎・・公民館の活動で、小中学生は
カヌーの体験や鮎のつかみ取り・串焼きの
体験をします。保育園児も
鮎を頭から尻尾まで食べ
ます。保育園児は４月に
稚鮎の放流を行います。

【団体長メッセージ】

③地区の人口シミュレーション

総 会
●代議員制

役員会
●会長、副会長、監事、事務局

委員会
●魅力発信、支援、環境保全

事務局

会 員

設立から早いもので４年が経ちました。今年度は魅力発信部会において、匹見上清流の郷主催の新

たな活動に取り組みました。地域へのたより、Facebook等情報発信活動のお陰もあり、少しずつでは

ありますが匹見上清流の郷の取り組みが浸透しつつあります。これからも地域と一緒に成長していき

たいと思います。

地域づくりのテーマ：自然とともに澄み(住み)続けたい郷づくり

①地区の概要
【地区の現況】 （令和５年１月末時点）
◎人口：５８９人◎高齢化率：６３.５％◎世帯数：３８０世帯

面積は、１５４．１２k㎡、標高３６５m、４つの連合自治会、自治会
数２３地区です。商店は匹見小中学校周辺に４店舗あります（農
協関係１店舗、地元商店３店舗）。
【地区の魅力】
西中国山地国定公園の裏匹見峡をはじめとした豊かな自然、

１０００ｍを超える山々、綺麗で澄んだ川の清流、その清流で育
つ鮎、映える紅葉、広い夜空に光る満天の星、縄文時代を中心
とした数多くの遺跡があります。

わさびが名産で市外からの人気も高く、保育所園児から中学生
まで葵谷の清掃、栽培、生産と山葵について学習しています。
【地区の課題】

・人口減少・高齢化・交通弱者の方の買い物、通院支援・担い手
不足・鳥獣被害対策・空き家、匹見中学校、耕作放棄地の活用。

ピンバッチ作成
イベント参加の記念品として
～おとなの遠足バージョン～

資料：島根県中山間地域研究センター「2022人口推計シート」



⑥こんな地域づくりを行なっています。

【魅力発信】

“星空を楽しむ会”“おとなの遠足”を
開催しました。どちらも今年度初め
ての取り組みとして、打ち合わせ、
下見等何度も行いました。自然相手
のイベントとしても初めてなので、星
空を楽しむ会は予定していた時期を
ずらし、９月に予備日を設け開催し
ました。第１希望日は天候に恵まれ
ず第２希望日の９月３０日に開催し
ました (参加者：２４名)おとなの遠足

は、紅葉イベントとして開催したいと
協議し、当日は悪天候にな
らず無事にゴールできまし
た。こちらも参加者からお
喜びの声を頂くことができ
ましけた。(参加者：１０名)

⑤こんなことが話し合われています。

島根県益田市匹見上地区

お問い合わせ先

【匹見上 清流の郷 事務局】
〒６９８－１２１１ 益田市匹見町イ６７４ 匹見上公民館内
電話：０８５６－５６－１１４４ＦＡＸ：０８５６－５６－０９３２
【匹見上公民館：E-mail】csc-hikimikami@city.masuda.lg.jp
【匹見上 清流の郷：E-mail】Seiryu_no_Sato@outlook.jp
【ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ】https://www.Instagram.com/seiryu_no_sato?utm_source=qr
【ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ】https://www.facebook.com/hikimikamijichi

【支援】

“匹見峡温泉を核とした健康イベント
を開催したい”と今年度初めて取り組
みました。

何度も協議を重ね、１０月２６日“第１
回匹見上清流の郷健康教室～認
知機能低下を予防する体操～ ”を開

催しました。益田運動公園から講師を
お招きし、体操の他に、無料で利用で
きるレクリエーションスポーツの“モ
ルック・囲碁ボール”“ユニバーサル
スポーツのボッチャ”の紹介をいただ
き、実際に体験もさせてもらいました。
ゲームがとても楽しそうでした。参加
特典として匹見峡温泉施設利用券を
用意し、沢山の方が利用されました。
(参加者：22名)

〇健康講演会・・・・・・・・・・・
〇啓発活動・・・・・・・・・・・・・
〇百歳体操・・・・・・・・・・・・・
〇グラウンドゴルフ大会・・・
〇ユニカール大会・・・・・・・・

○花いっぱい運動・・・・・・・
○放課後ホカホカタイム・・・・
○地域まるごと図書館・・・
○交通安全教室・・・・・・・・
○消火訓練・・・・・・・・・・・・
○防災食を体験・・・・・・・・

【インスタグラム】【フェイスブック】

～ポスター作製～
・受けようがん検診
・がんについて考えてみませんか？

健康講演会
中村文春院長

花いっぱい運動 消火訓練

放課後ホカホカタイム

地域まるごと図書館

↑
←交通安全教室

防災食を体験
…山菜おこわと芋煮

元気に老いるために 中村医院長
癌予防ポスター作成
毎週金曜日、平均１５人
春３３名、秋３５名
２月１８日開催予定

【地域：健康（匹見上健康づくりの会） 】

公民館活動で保育所園児・小中学生が地域住民と一緒に植栽します。
小学生のバス待ちの時間を利用し、地域の方と交流する時間です。（小学１～４年生対象）
地域の方も利用可能で、放課後ホカホカタイムの活動場所になっています。
公民館活動で益田署の交通安全課を招いて交通安全教室を開催。高齢者との交流も兼ねています。
公民館活動で保育所園児、小学生が体験しました。
公民館活動で防災食を食べました。ユニカール大会でも防災食を食べる予定としています。

【地域：高齢者と子どもたちの交流、安全】

【委員会：全体】

“少ない人数での方が協議しやすい
のではないか”という声のもと、委員
を３人ずつで分かれそれぞれ協議
することとしました。ですが、少人数
なのでグループだけで全て行うので
はなく、グループでしっかり話し合い、
きちんと情報共有し、イベント当日
はみんなでできることから助け合っ
て準備、開催するようにしました。
“まずは自分達が楽しまないと”“匹
見地区の方に構成員として加わって
もらうためには・・・”。今年度いくつ
かイベントを開催し、認知度は広
がっている様に思いますが、次年度
は“委員とは何なの？ ”と思ってい
る方に向けた取り組みをしたいです。

【環境保全】
令和３年度３月１２日に予定していた“匹
見上地区鳥獣被害対策研修会”は新型コ

ロナウィルス感染拡大防止で延期とし、６
月２５日に開催しました。江津市波積町上
北集落から講師をお呼びし、猿の追い払
いに成功した地区の取り組みを講演いた
だきました。諦めなければ匹見上でも成功
できるということを知ってもらいたいと思っ
たので、開催できて良かったです。(参加
者：８名)今年度末の３月４日には、自治会

単位の鳥獣被害対策勉強会を実践形式
で開催予定としており煙火花火の発砲訓
練も予定しています。
研修会より・・・猿は赤い色を認知しや
すく、“赤い帽子を被って花火を打つと、
赤い帽子を被った人間は怖い”と覚え
させることができるということで９月１１
日の煙火花火講習会には赤い帽子を
講習者全員に配布しました。


